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「　火力発電の課題点とカーボンニュートラル化 　」
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１．研究の背景・目的

菅元総理大臣が2025年までに

カーボンニュートラル、

脱炭素社会の実現を目指す

ことを宣言した。実現

に向けて次世代燃料を調査し

提案しようと考えた。

③私たちが考えた次世代燃料

　水素

２．研究方法
①インターネットで現在の日本の燃料について調べ現状を把握

する

②旭化成の発電所に見学に行き、実際の火力発電について学ぶ

③次世代燃料について考える

燃料に関する大規模な実験は行うことができないため、

旭化成動力部の方々に協力をいただき、旭化成の火力発

電所の設備の見学をさせていただきました。

見学, 研究結果
①現状

　火力発電…70%以上

②火力発電の課題点

発電時に温室効果ガスを大量に発生させる。

火力発電の燃料である石炭や石油はいずれ枯渇するエネ

ルギー源である。

細島貯炭場からトレーラーダンプで燃料を運ぶ際、二酸

化炭素が発生する

４．考察

火力発電に代わる発電方法は水素発電

発電の際に二酸化炭素を排出しないことで現

在注目されているこの発電方法を安全性など

に十分気をつけながら普及させていくことが

必要だと考える。
５．結論

これからの社会を担う私達が水素発電の研究

を進め、火力発電によるエネルギー供給の割

合を減らし、主要な発電方法を火力発電から

切り替えていくことが必要であると考える。
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　　メリット 　　デメリット

二酸化炭素が発生しな
い

燃焼特性がある

天候に左右されない 水素の輸送方法が確立
していない

二酸化炭
素が発生
しない！


